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特発性肋膜炎に於ける略疾及び惨出液の結核菌の態度
並びに之より観?こる其の予後に関する研究
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著者は特発性肋膜炎発症者に於て穆出液中の結核菌が其の発症に際し，如何なる役割を演じ
如何に消長するかをツベルクリン皮内反応及び赤血球抗降速反応値の推移と共に観察し，特発
性肋膜炎発症の実体を把握し，併せて特発性肋膜炎を経過したる患者に就て同様事項の外，更
に曜疾菌培養を行い同症予後の研究を行った。
対象は昭和 21年より昭和 25年 3月迄に石川内科に入院した特発性肋膜炎 72例に求め，岡，
片倉培地を用い， 1週間毎に曙波及び諺出液中の結核菌を培養し，ツ反応は旧ツベルグリシ 2000
倍液を用い 48時間後に測定し，赤洗はウエスタ{クおレン法に従い 1時間値を測定し， 50mm以
，-...10を中等度促進，49mm.，20上を高度促進) 19mmを遅延とし， 20mm以上を変動とした。
向，予後に関 Lては対象を昭和 16年以降昭和 24年 12月迄に石川内科入院患者に来院を求
め，来院者には胸部X線撮影，ツ反応，赤鉛及び熔漆培養を実施し，来院不能者には昭和 25年 
12月現在の健康状態を解答せしめ，結局来障者 50名書状に依る解答者 51名計 101名の予後に
就て調査し次の結論を得た。
(工〉特発性肋膜炎に於けるツ反応赤沈並びに の法出液中の結核菌培養成績は 75例中陽性 54
惨出液中の結核菌の態度 例で、あった。叉之を発病後穿刺時期的に観るに発病 
1) 72例の特発性肋膜炎中ツ反応の陽転時期明 後第 l週以内の結核菌培養陽性例は 14例中 n例，
らかなる 37例に就て見るに， 陽転後6カ月以内に 第 2週以内の培養陽性例は 13例中 9例，第 3週以内 
26例が1年以内には 10例が， 1年 6カ月以内に他1 の培養陽性例は 17例中 10例，第4週以内の培養陽
例が発病している 0 ・v 性例は 21例中 8例，第 5週以内の培養陽性例は 13 
.2) 'y反応の経過明らかなる 52例に就て特発性 例中6例，第6週以内の培養陽性例は7例中 2例で
肋膜炎発病前，発病時，発病後のツ反応の推移を見 あり，且つ其の結核菌来落数も発病後経過に従い減
るに，発病時ツ反応減弱乃至陰性化し，以後経過と 少の傾向が見られる。叉2回以上培養した特発性防
共に漸次増強し約2カ月前後で最強に遠し再び軽 膜炎43例に就て法出液中結核菌の推移を見るに次
度誠弱の俸経過する場合併5例〉と発病時ツ反応陰 の知く大別し得る。
性化乃至減弱の俵経過する場合 (8例〉とに大別し i) 発病乃至入院時陽性で経過に従し、菌陰性化す
得る。 る者 (23例〉及び全経過陰性の者(12例〉計 35例 
3) 特発性肪膜炎の赤沈値の推移は諺出期に於て ii)全経過陽性及び陽性化する者 (8例〉
は経過に従い~動する者く48 例)，愛動なき者 (24 5) 再瀦溜を確認した 6例に就ても再瀦溜時ツ反
研ので，前者に於ては発病時乃至入院時最高値を示し 応の減弱，菌陽性化，赤沈値の促進が全例に於て見
以後経過に従い遅延せる者が29例，後者に於ては高 られた。
度促進の億経過する者が14・例であった。叉吸収期に 以上の観察より特発性肋膜炎の発症機序は生体が
於てほ斐動なく経過した者が 60例中 40例あり，そ 結核菌の侵入に依り初感染を起し，'y反応は急激に
の内でも遅延せる俸経過した者が 16例で最も多し、。 陽性化し半年乃至1年後の Y反応強陽性の時期，即
J 
• 
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ちアレルギーが完成 Lた時期に肺内原発巣乃至局部
淋巴線より逸脱して結核菌は肋膜面に蔓延し，腔内 
に於ける媛液性線維素性の惨出液の発来と肋膜面上
に結核結節の形成を見るが，多くの場合吸収消失す
るに到ると考えられ乙馬杉教授)，此の場合結核菌乃
至菌毒素に対するアレルギー反応が惹起されるもの
であると考えられて居る〈馬杉教授〉。 従って発病
初期に於ては抗原が多い為、法出液中の菌培養陽性率
である。
4) 法出液中の結核菌の消長及び惨出期，吸収期
の赤沈値明らかなる者 (31炉心中渉出吹中，の菌陰
性化乃至全経過陰性の者 (20例〉に於ては，惨出
期，吸収期共に赤沈値遅延の傾向を示す者 16例〈治
癒 13例，継発結核擢患者 3例)，惨出期，吸収期に
遅延或は促進する者 4例(治癒 1向，継発結核懐患
ヰ13例〉であり，法出液中の菌陽性化乃至全経過陽
は高<;且つ来落数も多く叉抗 j原京抗体反応の結果抗.性の者 (ο11
休が消費されるためにツ反応の減弱乃至陰性化の現
象が起るが，抗原たる結核菌弱毒少量なる場合は抗
.涼原抗体反応に依り結結.核菌は崩壊処理され，病Z斐Eは吸
収され， ヅ反l応芯の増強，菌の陰性化が認められ，後
赤沈値の遅延が観られ，結核菌強毒多量の場合抗原 
抗体反応の後に菌は再び繁殖し，病~は悪化しツ反
応の滅弱乃至陰性化及び菌陽性イじが見られると考え
られる 0 ・
傾向を示す者 5例(治癒 3例，継発結核擢患中 1例，
結核死 1 例)，~惨参出期，駿収期に遅延或は促進の傾向
を示す者 6例(治癒 2例，継発結核擢患患、中 3例，結
核死  1例〉である。
5) 略疾中の結核菌の消長及びツ反応の経過明ら
かなる者 (27例〉の中， n害廃中菌陰性化乃至全経過
陰性の者(18例〉に於ては全例ツ反応の経過は発病
時減弱以後増強，再び軽度減弱の傾向を示しー其の 
(II) 予 後 ー予後は治癒  15例，継発結核擢患中 3例であり)R客疾 
1) 昭和 16年以降昭和 24年迄の石川内科入院の 中菌陽性化乃至全経過陽性の者 (9例〉に於ては Y
特発性肋膜炎患者中予後明らかな 101例中昭和 16 反応の経過が発病時滅弱以後増強，再び軽度減弱の
年以降昭和 20年迄に入院した 52例の発症後 5年乃 傾向を示す者 5例(治癒 1・例，継発結核擢患中 3例，
至 9年の予後は治癒 32例，継発肺結核 4例，結核死 結核死 1例)，ツ反応減弱の俸の傾向を示す者 1例 
14例，非結核死 2例であり，昭和 21年以降昭和 24 (継発結核J罷也、中〉全経過陰性の者 3例(共に結核
年迄に入院した 49例の 1年乃至 4年の予後は治議、死〉である。 
18例，軽快 7例，継発肺結核 13例，肺外結核 5例， 
結核死 6例である o
2) 特発性肋膜炎発症後継発結核発病迄の期間は
22例中 6カ月以内 2例， 7カ月乃至 1年以内 4例，
1年乃至 2年以内 5例， 2年乃至 3年以内 1例， 3年
乃至 4年以内 5例で，以後 9年迄に 1例宛発病し， 
22例中 17例は 4年以内に発病している。叉発症後
結核死迄の期間は 20例中 6カ月以内 3例， 7カ月乃
至 1年以内 4例， 1年乃至 2年以内 6例， 2年乃至 3
年以内 4例， 3年乃至 4年以内 1例で， 20例中 19例
は 3年以内に死亡してし、る。 
3) 惨出液中の結核菌の消長及びツ反応の推移明
らかなる 32例中，法出液中の菌陰性化乃至全経過
陰性の者 (20例〉に於てはツ反応の経J過は全例発病
時減弱以後増強再び軽度減弱の傾向を示し，其の予
後は治癒 14例，継発結核擢患、中 5例，結核死 1例で
あり，惨出液中の菌陽性化乃至全経過陽性の者(12
例〉に於てはツ反応の経過が発病時滅弱以後増強，
再び軽度減弱の傾向を示す者 9例，グ反応滅弱の俸
の傾向を示すもの 1例，全経過陰性の者 2例で其の
予後は治癒 6例，継発結核擢;患中 3例，結核死 3例
6) R客疲中の結核菌の消長及び諺出期，吸収期の
赤沈値の経過明らかなる者 (27例〉の中， R容疾中菌 
陰性化乃至全経過陰性の者(17例〉に於ては惨出期， 
吸収期共に遅延の傾向を示す者 13例(治癒 11例， 
継発結核擢患中 2例)，法出期，吸収期に於て遅延或
は促進の傾向を示す者 4例(共に治癒〉であり， n塔客疲
中菌陽性化乃至全経過陽性の岩 (ο10
出期，吸収期共に遅延の傾向を示す者 3例(継発結
核擢患中 2例，結核死 1
は促進の傾向を示す者 4例(継発結核擢患中，結核
死各  々2例)，諺出期，吸収期共に促進の傾向を示す
者 8例(継発結核擢患中 2例，結核死 1例〉である。 
7) n害廃及び諺出液中の結核菌の消長明らかなる
者 (25例〉に於てE客疾及び謬出液中の菌が共に陰性 J
化乃至全経過陰性の者 13例(治議 10例，継発結核
擢患中 3例)， n客疲菌陰性化乃至全経過陰性惨出液中
菌陽性乃至全経過陽性の者 5例(全例治癒)，塔疾返る
出液中の菌共に陽性化乃至全経過陽性の者才例(継
発車割亥擢患中 5例，結核死 2例〉であり，特発性肋
膜炎の予後を予測するには惨出液中の菌の消長より
も噂疾中の菌の消長を観察する方がより確実である
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といえる。
稿を終るにあたり，総始御懇篤なる御指導を賜わりたる恩師石川教授に深謝し種々御便宜を与
えられた石川内科教室員各位に感謝する。 
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